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私
は
﹆
町
長
就
任
以
来
﹆
常
に
﹁
町
民
の

目
線
に
立
ち
﹆
町
民
と
向
き
合
う
町
政
﹂
と

い
う
基
本
姿
勢
の
も
と
﹆
誠
実
な
町
政
運
営

に
努
め
る
と
と
も
に
﹆
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

を
基
本
理
念
と
し
﹆
総
合
計
画
に
沿
っ
た
施

策
の
実
現
に
向
け
て
﹆
積
極
果
敢
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
５
期
目
に
お
き
ま
し
て
は
﹆
こ
の
よ
う
な

基
本
姿
勢
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
﹆﹁
住
民
参

加
に
よ
る
協
働
の
推
進
﹂﹆﹁
効
率
的
な
行
政

運
営
の
推
進
﹂﹆﹁
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
の

確
立
﹂
の
３
つ
を
施
策
実
現
の
手
法
と
し
て

位
置
付
け
﹆
未
来
に
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
を
﹆

町
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

三
川
町
長　
阿
部　
誠

子
育
て
交
流
施
設

　

子
育
て
交
流
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
国

の
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、

令
和
２
年
度
の
開
所
に
向
け
て
確
実
な
事
業
の
推

進
を
図
り
ま
す
。
開
所
後
の
事
業
展
開
や
施
設
の

管
理
運
営
方
法
等
に
つ
い
て
、
利
用
者
の
利
便
性

や
安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど
、
町
民
の
期
待
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
万
全
を
期
し
て
い
き
ま
す
。

1

平
成
3㆒
年
度　
三
川
町

施
政
方
針

　

３
月
議
会
定
例
会
で
、
阿
部
町
長
は
平
成
31
年

度
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
的
な
考
え
方
や
主
要
な

施
策
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　

５
月
か
ら
は
元
号
が｢

令
和｣

に
変
わ
り
、
節

目
と
な
る
今
年
度
に
実
施
す
る
事
業
の
う
ち
、
こ

こ
で
は
、
新
規
・
拡
大
事
業
を
中
心
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◆
重
点
項
目
◆

▼
子
育
て
交
流
施
設
整
備
事
業

▼
か
わ
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

▼
公
共
施
設
等
長
寿
命
化
対
策
事
業

▼
い
ろ
り
火
の
里
推
進
事
業

▼�

子
育
て
支
援
や
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

の
推
進

▼
安
全
安
心
で
快
適
な
環
境
の
構
築

▼�

魅
力
あ
る
産
業
の
創
出
と
交
流
人
口
の
拡
大

令和2年度開所予定の子育て交流施設のイメージ図
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子
育
て

　

安
心
し
て
健
や
か
に
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る

環
境
を
つ
く
り
、
子
育
て

世
代
の
支
援
と
利
便
性
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼
出
産
祝
金
事
業
の
継
続

▼�

中
学
生
ま
で
の
入
院
、
通
院
医
療
費
の
完
全
無

料
化
を
継
続

▼�

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な

い
支
援
体
制
の
整
備
と
母
子
の
健
康
の
保
持
増

進
に
関
す
る
包
括
的
な
支
援

▼�

県
の
特
定
不
妊
治
療
費
助
成
事
業
に
本
町
独
自

の
助
成
額
加
算
を
継
続

2

教
育

　

就
労
形
態
の
多
様
化
や
核
家
族
化
の
進
展
な
ど

に
よ
り
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の

環
境
整
備
を
行
い
、
保
護
者
の
就
労
と
子
育
て
の

両
立
を
支
援
し
ま
す
。

▼�

保
育
室
の
整
備
と
保
育
士

の
確
保

▼�

み
か
わ
学
童
保
育
所
運
営

協
議
会
へ
の
支
援
の
強
化

▼�

各
小
・
中
学
校
の
普
通
教

室
へ
の
空
調
設
備
の
導
入

▼�

各
小
・
中
学
校
へ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
な
ど

Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備

▼�

長
寿
命
化
対
策
と
し
て
押
切
小
学
校
の
大
規
模

改
修
事
業
を
推
進

3

健
康
福
祉

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で
生

き
が
い
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
保
健
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
等

各
般
に
わ
た
る
施
策
の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

▼
成
人
風
し
ん
定
期
接
種
の
実
施

▼�

高
齢
者
肺
炎
球
菌
感
染
症
予

防
接
種
の
延
長
実
施

▼�

み
か
わ
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ

チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
（
マ
イ

チ
ャ
レ
）
の
継
続
実
施

▼
自
殺
対
策
計
画
の
策
定

▼
要
保
護
児
童
等
へ
の
支
援
強
化

か
わ
ま
ち
づ
く
り

　

本
町
の
中
央
を
流

れ
る
赤
川
の
自
然
環

境
を
活
か
し
、
交
流

人
口
の
拡
大
と
魅
力

の
創
出
を
目
指
し
た
、

か
わ
ま
ち
づ
く
り
整

備
事
業
に
よ
る
親
水

空
間
の
整
備
を
進
め

ま
す
。

45

広場の工事が行われています
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住
ま
い

▼�

危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
に
対
す
る
支
援
事

業
の
新
設

▼�
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
改
修
、
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
へ
の
支
援
、
移
住
定
住

促
進
事
業
の
継
続

▼�

空
き
家
の
寄
附
受
入
れ
に
よ
り
利
活
用
で
き
る

制
度
の
新
設

▼�

空
き
家
等
の
解
体
に
対
す
る
支
援
と
空
き
家
バ

ン
ク
の
継
続
実
施

道
路
・
橋

▼�

舗
装
劣
化
が
著
し
い
幹
線
町
道
の
舗
装
改
良
を

重
点
的
に
実
施

▼�

道
路
等
の
浸
水
対
策
を
図
る
た
め
の
側
溝
整
備

や
通
学
路
等
に
お
け

る
安
全
施
設
の
整
備

▼�

冬
季
の
安
全
な
交
通

確
保
の
た
め
の
防
雪

柵
整
備

▼�

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕

計
画
に
基
づ
く
計
画

的
な
橋
の
維
持
補
修

67

整備が進む防雪柵
危険空き家と

ブロック塀のイメージ

防
災
・
防
犯

▼�

平
成
30
年
度
に
改
定
し
た
地
域
防
災
計
画
と
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容
の
周
知
徹
底
を
図
る
と

と
も
に
、
関
連
す
る
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し

や
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
な
ど
の
災
害
時
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
・
充
実

▼�

警
察
署
や
防
犯
協
会
等
と
連
携
し
た
防
犯
活
動

の
強
化

▼�

町
内
会
管
理
の
防
犯
灯
整
備
に
要
す
る
経
費
助

成
の
拡
充

8

雨
水
・
排
水
対
策

▼�

押
切
地
区
に
あ
る
歌
枕
排
水

機
場
の
排
水
機
器
の
改
修

▼�

藤
島
川
へ
の
排
水
機
場
設
置

と
維
持
・
管
理

9

【
３
月
に
改
定
し
た
三
川
町
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
】

・
３
月
15
日
に
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

・
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。
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農
業
振
興

▼�

瑞
穂
の
郷
づ
く
り
事
業
、

農
産
所
得
拡
大
支
援
事
業
、

田
か
ら
（
宝
）
も
の
逸
品

開
発
事
業
の
継
続
実
施

10

三川産米からつくった
純米酒「穂のかおり」

昨年は、明治時代に育種された
お米「イ号」の作付けも行われました

商
工
業
・
観
光
振
興

�

▼�

10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る

消
費
税
率
10
％
へ
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、「
国
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
」

の
発
行
と
あ
わ
せ
て
、
出

羽
商
工
会
三
川
支
所
が
実

施
す
る
７
，
０
０
０
万
円

規
模
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
発
行
事
業
の
支
援

▼�

10
月
か
ら
12
月
に
開
催
さ
れ
る
「
新
潟
県
・
庄

内
エ
リ
ア
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
に
あ
わ
せ
、
い
ろ
り
火
の
里
を
会
場
に
し

た
季
節
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
宿
泊
滞
在
や
ホ
ー

ル
等
施
設
の
利
用
促
進
、
い
ろ
り
火
の
里
へ
の

来
訪
者
に
対
し
て
地
域
産
品
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
な

ど
の
魅
力
の
発
信

▼�

平
成
30
年
５
月
か
ら
開
始
し
た
「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
継
続

い
ろ
り
火
の
里

▼�

な
の
花
温
泉

田
田
休
憩
管

理
棟
の
屋
根

改
修
、
田
田

の
宿
の
内
装

改
修
な
ど
を

実
施

1112

地
域
開
発

�

▼�

桜
木
地
区
住
宅
地

開
発
を
推
進
す
る

た
め
、
流
域
全
体

の
雨
水
排
水
に
お

け
る
課
題
等
の
解

決
に
向
け
た
対
応

策
の
検
討

▼�

新
た
な
企
業
進
出

に
対
応
で
き
る
よ

う
、
み
か
わ
産
業

団
地
の
拡
張
に
向

け
た
関
係
機
関
等

と
の
協
議ま

ち
づ
く
り

▼�

第
４
次
三
川
町
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取

り
組
み

※�

「
第
４
次
三
川
町
総
合
計
画
」
と
は
、
今
後
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
針
や
施
策
の
方
向
性
を
定
め

る
も
の
で
、
令
和
3
年
度
か
ら
10
年
間
を
計
画

期
間
と
し
て
い
ま
す
。
策
定
に
あ
た
り
、
多
く

の
町
民
の
皆
さ
ま
の
声
を

反
映
さ
せ
な
が
ら
、
目
指

す
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
像
を
町
民
の
目
線
に

立
っ
て
進
め
て
い
き
ま

す
。

1314

企業進出が続いている青山地内の「みかわ産業団地」

屋根を改修予定の
なの花温泉田田
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　平成31年度の一般会計
予算は、57億2,000万円で、
前年度に比べて、11億3,044
万円の増額（24．6%増）と
なっています。
　歳入で大きな割合を占め
る地方交付税は、普通交付
税と特別交付税を合わせた
総額で 14 億 3,000 万円
（0．7%減）を見込んでいま
す。
　町税は、町民税や固定資
産税の増を見込み、総額を
1,116万円増の9億7,411万
円（1．2％増）としています。
国庫支出金は、障害者自立
支援等諸費負担金や社会資
本整備総合交付金等の増額
見込みにより、総額を3,443
万円増の3億 4,229万円
（11．2％増）と見込んでいま
す。
　町債は、公共施設等の整
備や、道路の改良工事等に
多額の費用が必要となる場
合に借り入れするもので、
今年度は子育て交流施設整
備事業や、かわまちづくり
整備事業等に充てる財源と
して8億1,610万円、地方交
付税の財源不足を補う臨時
財政対策債として、1億円
の借り入れを計上していま
す。

入湯税
16,000（1.6%）

固定資産税
474,388
（48.7%）町民税

389,350
（40.0%）

町たばこ税
67,000（6.9%）

軽自動車税
27,370（2.8%）

町税の
内訳

地方交付税
1,430,000

（25.0%）

町税
974,108
（17.0%）

財産収入・寄附金・諸収入
549,142（9.6%）

国庫支出金
342,292（6.0%）

県支出金
334,116（5.8%）

地方譲与税・交付金
220,693（4.0%）

繰越金
60,000（1.0%）

分担金及び負担金
40,584（0.7%）

使用料及び手数料
19,911（0.3%）     

一般会計
歳入

 単位 : 千円
（　）構成比

町　債
916,100
（16.0%）

繰入金
833,054
（14.6%）

用
語
説
明

地�

方
交
付
税
…
自
治
体
の
財
政
力
に

応
じ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

で
、
普
通
交
付
税
と
特
別
交
付
税

が
あ
り
ま
す
。
地
方
交
付
税
は
、

自
治
体
間
の
財
政
力
の
不
均
衡
を

な
く
し
、
す
べ
て
の
住
民
が
一
定

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
、
国
税
（
所
得
税
、
法
人

税
、
酒
税
、
消
費
税
、
た
ば
こ

税
）
と
し
て
集
め
ら
れ
た
財
源
の

う
ち
、
一
定
割
合
の
額
を
自
治
体

に
再
配
分
し
て
い
る
も
の
で
す
。

繰�

入
金
…
積
立
金
（
基
金
）
の
取
り

崩
し
や
他
の
会
計
か
ら
繰
り
入
れ

る
お
金
で
す
。

地�

方
譲
与
税
…
国
税
と
し
て
集
め
た

税
を
、
客
観
的
な
基
準
（
道
路
の

延
長
と
面
積
等
）
に
よ
っ
て
、
自

治
体
に
配
分
し
て
い
る
も
の
で
す
。

分�

担
金
及
び
負
担
金
…
保
育
園
保
育

料
、
受
益
者
負
担
な
ど
、
利
用
者

が
負
担
す
る
お
金
で
す
。

臨�

時
財
政
対
策
債
…
地
方
交
付
税
と

し
て
交
付
さ
れ
る
べ
き
額
の
不
足

分
を
、
自
治
体
が
借
入
す
る
も
の

で
、
償
還
額
は
後
年
度
の
地
方
交

付
税
に
全
額
算
入
さ
れ
ま
す
。

特別会計予算

会 　 　 計 　 　 名 平成31年度予算 平成30年度予算 対前年度比
国 民 健 康 保 険 6億5,880万円 6億4,390万円 2．3%
後 期 高 齢 者 医 療 8,390万円 8,390万円 ―
介 護 保 険 8億7,110万円 8億6,570万円 0．6%
農業集落排水事業 1億5,920万円 1億6,390万円 ▲2．9%
下 水 道 事 業 3億3,510万円 3億4,320万円 ▲2．4%

57億2, 000万円 一 般 会 計 予 算
前年度比₂₄．₆%増

三川町の予算　歳入
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民生費
2,212,273

（38.7%）

総務費
650,664（11.4%）

土木費
561,319（9.8%）

教育費
503,059（8.8%）

公債費
489,192（8.5%）

商工費
461,200（8.1%）

農林水産業費
366,089（6.4%）

消防費
234,520（4.1%）

衛生費
157,712（2.7%）

議会費
69,754（1.2%）

災害復旧費・予備費
10,025（0.2%）

労働費
4,193（0.1%）

一般会計
歳出

 単位 : 千円
（　）構成比

民�

生
費
…
障
害
者
や
高
齢
者
に
対
す

る
福
祉
の
充
実
や
子
育
て
支
援
な

ど
の
経
費
で
す
。

総�

務
費
…
選
挙
や
戸
籍
管
理
、
役
場

庁
舎
の
管
理
等
行
政
全
般
の
事
務

な
ど
に
関
す
る
経
費
で
す
。

土�

木
費
…
道
路
や
公
園
な
ど
の
社
会

資
本
整
備
の
た
め
の
経
費
で
す
。

教�

育
費
…
学
校
教
育
や
生
涯
学
習
活

動
、
文
化
振
興
な
ど
の
経
費
で
す
。

公�

債
費
…
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り

た
お
金
（
町
債
）
の
元
金
・
利
子

や
一
時
借
入
金
の
利
子
を
支
払
う

た
め
の
経
費
で
す
。

商�

工
費
…
商
工
業
や
観
光
振
興
な
ど

の
経
費
で
す
。

農�

林
水
産
業
費
…
農
業
振
興
の
た
め

の
支
援
や
生
産
基
盤
整
備
な
ど
の

経
費
で
す
。

衛�

生
費
…
環
境
保
全
、
疾
病
予
防
、

健
康
増
進
な
ど
の
経
費
で
す
。

将�

来
負
担
比
率
…
将
来
負
担
す
べ
き

実
質
的
な
負
債
（
第
３
セ
ク
タ
ー

等
を
含
む
）
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率
で
あ
り
、
本
町
の
平

成
29
年
度
決
算
は
１
１
７
・
２
％

で
、
国
が
定
め
る
健
全
化
基
準
の

３
５
０
％
を
下
回
っ
て
は
い
る
も

の
の
、
県
平
均
よ
り
も
高
い
比
率

と
な
っ
て
い
ま
す
。

基金の状況（平成₃₁年₁月₁日現在）

財 政 調 整 基 金 6億7,434万円
減 債 基 金 5,670万円
教育施設整備基金 1億6,070万円
ふ る さ と 基 金 3億6,720万円
国 際 交 流 基 金 1,700万円
温 泉 施 設 基 金 1億2,530万円
リーディングファーマーズ銀行基金 377万円

平成₃₁年度への繰越明許事業の内容

特定プレミアム付商品券発行事業 672万円
小学校施設等整備事業 6,183万円
中学校施設等整備事業 3,931万円

57億2, 000万円平成31年度
町の予算は

　歳出のなかで大きな割合
を占める民生費は、子育て
交流施設整備事業の本体建
設工事への着手や保育士の
確保対策等のため、前年度
比で101．9％の増となって
います。
　土木費は、かわまちづく
り整備事業や雨水対策推進
事業の増額のため、前年度
比で1．1％の増となってい
ます。
　教育費は、幼稚園講師の
確保対策等が増額となった
ものの、押切小学校改修事
業の減額等により、前年度
比で5．3％の減となってい
ます。
　農林水産業費は、産地パ
ワーアップ事業費補助金や
土地改良施設整備事業負担
金等が減額となったものの、
多面的機能支払交付金事業
や排水機場管理委託料の増
額等により、前年度比で
7．5％の増となっています。
　消防費は、常備消防事務
委託料の増額等により、前
年度比で3．6％の増となっ
ています。
　公債費は、前年度比で
1．9％の増となり、将来負
担比率も依然として高い状
況にあることから、財政の
健全化に努めていきます。

三川町の予算　歳出
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◆住宅をリフォームするとき◆

― 平成31年度 三川町住まいづくり支援事業 ―

今年度、町で実施する住まいづくり支援事業を紹介します。

大きな夢を叶える
お手伝い

◆住宅を新たに取得するとき◆

町外から移住・
定住される方は
こちらも

【住宅取得支援事業】
　自ら居住する、または居住する予定の一戸建て住宅
の建設または新築・中古住宅の取得（取得費が100万
円以上）が対象
○新築の場合の支援額：事業費×2％（限度額20万円）
　�さらに、町内業者との契約の場合、事業費×叅％（限
度額叅0万円）を加算

○�中古住宅の場合の支援額：事業費×1％（限度額10
万円）

　�さらに、町内業者との契約の場合、事業費×1．5％
（限度額15万円）を加算

【移住定住促進事業】
　町外から町内に移住するた
め、自ら居住する一戸建て住
宅の建設または新築・中古住
宅の取得が対象
○支援額：1棟あたり20万円
　�さらに、世帯主が昭和59
年4月1日以降に生まれた
方の場合、叅0万円を加算

【住宅用太陽光発電システム設置補助事業】
　自ら居住する、または居住する予定の町内の住宅に新規に設置する工事が対象（10kw未満のみ）
○支援額：発電システム最大出力×叅万円／kw（限度額12万円）

【住宅リフォーム支援事業】
　減災・部分補強、寒さ対策・断熱化、バリアフリー化、県産木材使用、克雪化の工事が対象
○�支援額：工事費×10％（限度額20万円）
　�ただし、人口減少対策（三世代世帯、近居世帯、新婚世帯、多子世帯）や県産木材叅㎥以上使用等の
場合、補助率のアップや限度額が拡充します。

【木造住宅耐震改修事業】
　昭和56年5月31日以前に着工された木造住宅の耐震改修が対象
○支援額：工事費×50％（限度額120万円）

◆危険ブロック塀を撤去するとき◆
【危険ブロック塀等撤去支援補助事業】
　道路に沿って建っているブロック塀等で、倒壊の恐れのあるものを撤去する工事が対象
○支援額：危険ブロック塀等の撤去費及び廃材処分費の1／2（限度額10万円）

新規

さらに
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◆老朽危険空き家を解体するとき◆
【老朽危険空き家等解体促進補助事業】
　町内にある老朽危険空き家（住宅の不良度判定基準による評点が100点
以上の家屋等）の解体撤去工事が対象
○有効活用促進型の支援額：解体撤去工事費等の額×90％(上限150万円)
○解体促進型の支援額：解体撤去工事費等の額×50％(上限100万円)
　　　　　　　　　　　ただし、低所得者世帯の補助率は2／叅

【空き家解体資金利子補給事業】
　解体撤去工事に要する費用の資金として金融機関から受ける融資が対象
○支援額：解体ローン借入額（保証料を含む）×借入利子率（上限2％）
○補助期間：最長5年間

　上記事業には、記載以外の対象要件や補助率が区分されています。
　また、補助を受けられる人は、住宅の所有者や工事の施主である個人等で、次の①～③全てに該
当する方となります。
①申請時に三川町に住所がある方、または令和2年叅月末日までに三川町に転入し居住する方
②町税を滞納していない方
③��令和2年叅月末日までに実績報告書を提出することができる方
　なお、補助金交付申請前に工事を行った場合は、原則として補助の対象となりませんので、ご注
意ください。

◆空き家を町に寄附したい◆
【空き家寄附受入推進事業】
　町が空き家等やその敷地の寄附を受け入れた後に、空き家等について利
活用し、住環境の保全を図ります。
○町が寄附を受け入れるための要件等
　・�空き家等（個人住宅の空き家、附属建物、建物内の物品等）とその敷

地等（宅地、立木、門塀、その他構造物等）のすべてを同時に町に寄
附すること。

　・�空き家とその敷地等の所有者等（所有者、法定相続人等）全員が、町
に寄附することを事前に承諾していること。

　・町税を滞納していないこと。

【事業の詳しい内容については、お気軽にお問合せください】
○申請・問合せ先　役場建設環境課�環境整備係　☎35－7036

新規



いのこ保育園
より

1₀

　

３
月
に
い
の
こ
保
育
園
か
ら
16
人
の
子
ど
も
た
ち

が
巣
立
ち
ま
し
た
。
楽
し
い
保
育
園
生
活
を
送
っ
て

き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
小
学
校
の
入
学
式
を
終
え
、

新
し
い
環
境
に
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

い
の
こ
保
育
園
で
は
、
生
後
２
カ
月
の
お
子
さ
ん

か
ら
お
預
か
り
し
て
い
ま
す
。
愛
情
た
っ
ぷ
り
で
関

わ
り
な
が
ら
、
お
子
さ
ん
が
園
で
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
保
育
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
人
ひ
と
り

が
成
長
す
る
過
程
を
大
事
に
し
な
が
ら「
人
と
関
わ

る
力
」を
大
切
に
育
ん
で
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

☆
大
好
き
な
先
生
や
友
だ
ち
と
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
元
気
い
っ
ぱ
い
！

町長コラム
「誠・心・誠・意」

新
戦
力
を
迎
え
て
、
新
年
度
ス
タ
ー
ト

　

役
場
で
は
５
人
の
新
戦
力
を
迎
え
、
平

成
31
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
町
で

は
新
規
採
用
職
員
（
以
下
「
新
採
職
員
」）

を
対
象
に
研
修
を
実
施
し
、
そ
の
な
か
で
、

私
が
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
町
職
員
と

し
て
の
心
構
え
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

社
会
人
と
し
て
当
た
り
前
の
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
元
気

よ
く
あ
い
さ
つ
す
る
こ
と
や
笑
顔
で
対
応

す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し
ま
し

た
。
心
が
け
で
行
動
が
変
わ
り
、
そ
れ
が

習
慣
と
な
り
、
当
た
り
前
の
こ
と
に
な
り

ま
す
。
先
輩
職
員
は
、
新
採
職
員
の
良
い

見
本
と
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
し
、
新
採
職
員
は
見
本
で
あ
る
先
輩

か
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
相
乗
効
果
が
生
ま
れ

ま
す
。
町
職
員
に
と
っ
て
、
良
い
伝

統
と
な
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
新
採
職
員
に
は
次
の
三
つ

の
「
か
く
」
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

一
つ
目
は
、
自
ら
進
ん
で
行
動
す
る
、

一
生
懸
命
努
力
す
る
意
味
で
の
「
汗

を
か
く
」。
二
つ
目
は
、
聞
く
は
一

時
の
恥
、
聞
か
ぬ
は
末
代
の
恥
の
意

味
で
の
「
恥
を
か
く
」。
三
つ
目
は
、

誤
字
や
変
換
の
間
違
い
を
し
な
い
よ

う
に
、
と
の
意
味
で
の
「
正
し
く
字

を
か
く
」。
こ
の
三
つ
の
「
か
く
」

を
意
識
し
て
仕
事
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

町
職
員
と
し
て
の
第
一
歩
を
踏
み
出
し

た
彼
ら
か
ら
は
、「
三
川
町
に
貢
献
し
た

い
」
と
い
う
熱
い
気
持
ち
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
業
務

に
あ
た
る
な
か
で
、
時
に
は
失
敗
す
る
こ

と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
失
敗
し
た

時
に
こ
そ
、
町
職
員
と
し
て
の
心
意
気
を

忘
れ
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
経
験
し
て
、

少
し
ず
つ
で
も
自
信
を
つ
け
て
い
っ
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

本
紙
の
20
ペ
ー
ジ
で
新
採
職
員
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。
庁
舎
内
外
で
町
民
の
皆
さ

ん
と
関
わ
る
機
会
が
あ
り
ま
す
の
で
、
顔

と
名
前
を
早
く
覚
え
て
も
ら
え
る
よ
う
、

仕
事
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

人
と
関
わ
り
な
が
ら
育
つ
心
を
大
切
に

小学校で頑張っているかな？（H叅0 年度年長児）
風船、上手に入るかな

（1歳児）

うわ、しゃぼん玉いっぱい！
（0歳児）
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☆
そ
の
季
節
な
ら
で
は
の
遊
び
を
い
っ
ぱ
い
楽
し
ん
で
い
ま
す
！

　

い
の
こ
保
育
園
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
興
味
や

関
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
そ
の
季
節
な
ら
で
は

の
遊
び
を
思
い
切
り
楽
し
め
る
よ
う
、
遊
び
の
内

容
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
の
で
、
毎
日
の
よ
う
に

プ
ー
ル
遊
び
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ろ
い

ろ
な
お
店
が
並
ぶ
保
護
者
会
主
催
の
夏
祭
り
は
、

大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
一
大
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
冬
は
園
庭
に
あ
る
築
山
を
何
度
も

登
っ
て
そ
り
滑
り
を
楽
し
み
、
大
き
な
歓
声
が
冬

の
園
庭
に
響
き
渡
り
ま
す
。
そ
し
て
、
お
散
歩
は

一
年
を
通
し
て
で
き
る
活
動
で
、
子
ど
も
た
ち
は

土
手
を
思
い
切
り
走
る
こ
と
が
大
好
き
で
す
。

　

今
春
は
初
め
て
お
茶
会
に
も
挑
戦
し
、
お
茶
の

先
生
か
ら
お
作
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
な
が
ら
、

健
や
か
な
成
長
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

夏祭り、お店屋さんがいっぱい！ 夏は思いっきりプール遊び

初めてのお茶会にドキドキ

大好きなそり滑り

力いっぱい、よーいどん！

 

俳
　
壇

春
雨
や
庭
水
仙
の
花
誘
う�

丸
岡
利
喜
雄

軽
ト
ラ
で
飛
び
散
る
し
ぶ
き
戻
り
雪�

斎
藤　
　

優

雪
ど
け
水
川
面
に
み
な
ぎ
り
春
を
知
る�

荘
司　

博
子

冷
え
る
春
伸
び
ゆ
く
孫
や
来
し
う
れ
し�

佐
藤　

誠
爾

春
め
く
や
今
日
も
終
活
思
い
お
り�

飯
野　

藤
子

ほ
う
れ
ん
草
赤
き
根
元
を
好
み
け
り�

春
山　

夏
海

 

歌
　
壇

北
国
の
春
の
序
奏
と
ほ
の
明
る
マ
ン
サ
ク
山
茱
茰
ト
サ
ミ
ズ
キ
咲
く�

齋
藤　

久
繁

祭
り
酒
に
酔
ひ
い
て
ね
む
れ
ば
村
人
の
喝
采
貰
ら
ひ
神
楽
舞
ふ
夢�

五
十
嵐
松
男

春
な
れ
ば
暗
き
思
い
を
閉
じ
こ
め
て
こ
れ
も
運
命
と
前
向
き
歩
く�

土
田　
　

秀

漸
く
に
春
巡
り
き
て
北
の
地
は
鈍
色
の
空
い
つ
し
か
青
く�

齋
藤
与
次
雄

手
編
み
す
る
セ
ー
タ
ー
の
製
図
確
か
め
て
幾
日
編
み
つ
ぐ
春
の
夕
べ
に�

佐
藤　
　

頴

愛
犬
と
一
つ
布
団
で
寝
ね
し
夜
愛
し
と
過
ご
す
ベ
ル
は
十
五
歳�

佐
藤　

博
政

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー

三
川
文
芸
コ
ー
ナ
ー
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こ
の
事
業
は
、
委
託
医
療
機
関
で

あ
る
三
川
病
院
の
医
師
、
看
護
師
、

精
神
保
健
福
祉
士
等
で
チ
ー
ム
を
設

置
し
、
チ
ー
ム
員
に
よ
る
訪
問
や
継

続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
認

知
症
に
な
っ
て
も
早
期
診
断
・
早
期

対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
、
で
き
る
だ
け
そ
の
人
ら

し
く
生
活
で
き
る
よ
う
、
本
人
や
そ

の
家
族
に
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

　

内　
　

容

　

認
知
症
の
知
識
を
持
つ
専
門
員
が

認
知
症
ま
た
は
認
知
症
が
疑
わ
れ
る

方
の
自
宅
を
訪
問
し
、
専
門
医
療
機

関
の
受
診
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
説
明
や
利
用
支
援
、
認
知
症
の
状

態
に
応
じ
た
助
言
等
を
行
い
ま
す
。

期
間
は
、
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
安
定
的
な
支
援
に
移
行
す
る
ま

で
の
間
で
、
概
ね
６
カ
月
以
内
と
し

ま
す
。

○
自
宅
へ
の
訪
問

　

町
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か

ら
連
絡
を
受
け
た
三
川
病
院
の
チ
ー

ム
員
２
人
が
自
宅
を
訪
問
し
、
本
人

や
家
族
か
ら
認
知
症
の
症
状
や
困
っ

て
い
る
こ
と
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

○�

支
援
方
針
に
沿
っ
た
サ
ポ
ー
ト

（
継
続
訪
問
）

　

初
回
訪
問
の
結
果
を
も
と
に
支
援

方
針
を
決
定
し
、
本
人
の
症
状
や
家

族
の
状
況
に
あ
っ
た
継
続
的
な
支
援

を
行
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方

　

自
宅
で
生
活
を
さ
れ
て
い
る
40
歳

以
上
の
方
で
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る

方
あ
る
い
は
認
知
症
の
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①�

医
療
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
て
い
な
い
方
、
ま
た
は
中

断
し
て
い
る
方

・�

認
知
症
の
臨
床
診
断
を
受
け
て
い

な
い
、
ま
た
は
中
断
し
て
い
る

・�

継
続
的
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

て
い
な
い

・�
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
に
結
び
つ

い
て
い
な
い

②�
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
受
け
て
い
る
が
、
認
知
症
に
よ

る
症
状
が
強
く
、
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
よ
い
の
か
困
っ
て
い
る
方

　

専
門
職
の
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
で
、

適
切
な
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
に
つ
な
が
る
ま
で
の
支
援
と
な
り

ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。
困
っ

た
こ
と
に
つ
い
て
は
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

○�

問
合
せ
先　

三
川
町
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー（
役
場
健
康
福
祉
課
内
）

☎
35
―
７
０
３
１

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知

症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方

や
家
族
を
温
か
く
見
守
る
応
援
者
の

こ
と
で
す
。
そ
の
う
え
で
、
自
分
の

で
き
る
範
囲
で
活
動
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
こ
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を

地
域
に
た
く
さ
ん
増
や
し
、
認
知
症

の
方
へ
の
理
解
を
広
げ
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
を
住
民
の
手
で
つ
く

ろ
う
と
、
全
国
各
地
で
養
成
講
座
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
こ
の
養
成
講
座
や
研
修

会
を
通
じ
て
認
知
症
を
正
し
く
知
っ

て
も
ら
う
機
会
を
設
け
て
い
ま
す
。

昨
年
度
は
町
内
会
で
の
健
康
ま
つ
り

や
サ
ロ
ン
を
小
学
校
で
実
施
し
ま
し

た
。
身
近
な
グ
ル
ー
プ
で
、
認
知
症

に
つ
い
て
一
緒
に
学
び
理
解
を
深
め

ま
し
ょ
う
。

○
開
催
時
期　
５
月
～
令
和
２
年
３
月

○
時　

間　

約
１
時
間
～
１
時
間
半

○�
内　

容　
「
認
知
症
と
は
」「
認
知

症
の
方
へ
の
接
し
方
」
な
ど
の
講

話
の
ほ
か
、
寸
劇
・
紙
芝
居
等
を

取
り
入
れ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○�

対　

象　

町
内
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
、

学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
企
業
、
そ
の
他

関
心
の
あ
る
方

○�

開
催
場
所　

町
内
会
の
公
民
館
、

学
校
、
企
業
の
会
議
室
な
ど

○�

人　

数　

１
グ
ル
ー
プ
10
～
50
人

程
度

○�

費　

用　

無
料
（
会
場
使
用
料
が

必
要
な
場
合
は
、
申
込
者
負
担
と

な
り
ま
す
）

○�

申
込
み
・
問
合
せ
先　

三
川
町
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
健

康
福
祉
課
内
）
☎
35
―
７
０
３
１

― 

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
ご
案
内 

―

認
知
症
を
学
ぼ
う

認知症の早期診断・早期対応のために
認知症初期集中支援チームが訪問します
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　3月24日㈰、三川町食生活改善推進協議会の
総会が社会福祉センターで開催されました。
　総会には33人が参加し、平成31年度の活動計
画の承認や会員による活動発表が行われました。
　その後、庄内余目病院の歯科衛生士である菅
原真理氏が「健康は“健口”から～正しいお口の
お手入れ方法～」と題して講演し「正しい歯の
磨き方は、口腔内の炎症や感染症だけでなく、
動脈硬化等も予防します」と呼びかけ、参加者
は熱心にメモをとっていました。

3/24
(日)

　4月7日㈰、今年度の三川町消防団辞令交付式
が役場で行われました。式では、大滝勝弥消防
団長からの辞令交付に続き、15人の新入団員を
代表して、第1分団第1部第1班（横山下）の菅
原友平団員が力強く宣誓を行いました。
　消防団は、火災や災害などから町民の生命と
財産を守る組織であり、団員は崇高な任務への
決意を新たにしていました。

4/7
(日)

仲間との交流を大切に

食を通して健康
づくりを広めよう

崇高な任務と
　期待を背負って

消防団辞令交付式

　3月19日㈫、コミュニティ活動支援員派遣事業を利
用して押切上町いきいきサロンが行われ、町職員から
介護支援制度の内容と具体的な手続き方法について、
説明を受けました。
　コミュニティ活動支援員派遣事業は、町内会や団体
が開催する課題解決のための会議や研修会に町職員を
派遣し、助言や事業の説明を行うものです。
　町ではこの事業について、随時受け付
けしています。詳しくは役場企画調整
課（☎ 35－7013）にお問合せくださ
い。

　3月16日㈯、三川中学校吹奏楽部がプチコンサート
をいろり火の里なの花ホールで開催しました。
　部員がソロ演奏をし、日ごろの練習の成果を発表し
ました。会場には吹奏楽部に入部希望の新1年生の姿
もあり、演奏が終わるたびに、観客から大きな拍手が
送られていました。

　　��フルートを演奏した土田凛央音さん（青
山）は「緊張したけど、練習の成果をしっ
かり出せたと思う。夏の大会に向けて、
これからも練習をがんばりたい」と
今後の抱負を語ってくれました。

町職員がお邪魔します

ご利用ください、 コミュニ
ティ活動支援員派遣事業

3/19
(火)

仲間との交流を大切に

食を通して健康
づくりを広めよう

消防団辞令交付式

派遣し、助言や事業の説明を行うものです。
町ではこの事業について、随時受け付

けしています。詳しくは役場企画調整

　　��フルートを演奏した土田凛央音さん（青
山）は「緊張したけど、練習の成果をしっ
かり出せたと思う。夏の大会に向けて、
これからも練習をがんばりたい」と

3/16
(土)

写真館
ま
写真館写真館
ち
写真館写真館写真館
かど

まちかど写真館

緊張感に包まれるなかソロ演奏

三川中学校吹奏楽部が
プチコンサートを開催
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こ
ん
に
ち
は
。
伊
藤
で
す
。

　

今
冬
は
例
年
よ
り
雪
が
少
な
か
っ
た
と

お
聞
き
し
ま
し
た
が
、
春
の
訪
れ
を
知
ら

せ
る
ふ
き
の
と
う
が
顔
を
出
し
ま
し
た
。

庄
内
地
方
で
は
「
ば
ん
け
」
と
い
う
名
で

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
初
め
て
「
ば
ん
け
」
を
天
ぷ
ら

に
し
て
食
べ
ま
し
た
。
ほ
ろ
苦
く
春
の
息

吹
と
自
然
の
恵
み
を
感
じ
さ
せ
る
味
わ
い

で
、
新
し
い
発
見
で
し
た
。

　

庄
内
地
方
に
は
こ
の
よ
う
に
方
言
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
三
川
町
で
は
、
方
言

の
町
と
し
て
、
か
つ
て
は
「
全
国
方
言
大

会
」
の
開
催
や
、
現
在
も
続
い
て
い
る
東

京
の
大
学
生
に
よ
る
「
方
言
調
査
」
へ
の

協
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

１
年
前
、
勤
め
始
め
た
時
に
は
、
本
物

の
庄
内
弁
に
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
今
で
は

随
分
、
庄
内
弁
に
耳
が
慣
れ
ま
し
た
。

　

庄
内
弁
を
調
べ
て
み
る
と
興
味
深
い
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

代
表
的
な
庄
内
弁
で
あ
る
「
も
っ
け

だ
」
を
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、
そ
の
意
味

は
深
く
、
庄
内
地
方
に
住
む
方
々
の
奥
ゆ

か
し
さ
が
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。「
あ
り

が
と
う
」
と
定
型
句
の
よ
う
な
形
で
言
わ

れ
る
感
謝
の
言
葉
よ
り
も
、
恐
縮
の
意
味

合
い
で
の
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
い
う
ニ
ュ

ア
ン
ス
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
相
手
を
立
て

な
が
ら
感
謝
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、
よ

り
親
し
み
が
も
て
る
言
葉
で
す
。

　

ま
た
、
庄
内
弁
と
い
っ
て
も
、
庄
内
地

方
の
な
か
、
北
と
南
で
異
な
っ
た
り
、
海

に
近
い
方
と
山
に
近
い
方
で
異
な
っ
た
り

と
違
い
が
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

　

方
言
は
生
き
て
い
る
文
化
で
す
し
、
ま

さ
に
言
い
伝
え
の
文
化
で
あ
る
た
め
、
時

を
経
て
、
変
化
し
て
い
く
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
最
近
、
若
い
人
の
庄
内
弁
離
れ
が

進
ん
で
い
る
と
い
う
話
が
あ
り
ま
す
が
、

奥
ゆ
か
し
さ
や
温
か
さ
を
感
じ
る
庄
内
弁

が
少
し
ず
つ
形
を
変
え
て
い
こ
う
と
も
、

庄
内
弁
が
途
絶
え
ず
に
続
い
て
い
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

歯周病を予防して
健口生活を送ろう

　

日
本
人
（
成
人
）
が
歯
を
失
う
原
因
の

第
１
位
は
歯
周
病
で
す
。
歯
周
病
は
、
脳

血
管
疾
患
や
心
疾
患
な
ど
多
く
の
病
気
を

誘
発
す
る
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
健
康
な
生
活
の
た
め
に
、
お
口
の

健
康
づ
く
り
を
始
め
、「
健
口
生
活
」
を

送
り
ま
し
ょ
う
。

こ
う
し
て
進
む
歯
周
病

︻
健
康
な
状
態
︼

　

ピ
ン
ク
色
で
引
き
締
ま
っ
て
弾
力
が
あ

る
状
態
で
、
歯
ブ
ラ
シ
で
こ
す
っ
た
程
度

で
は
出
血
し
ま
せ
ん
。

︻
レ
ベ
ル
１　

歯
肉
炎
︼

　

歯
肉
が
腫
れ
て
出
血
し
や
す
い
状
態
で
、

放
置
し
て
お
く
と
歯
周
炎
に
な
り
ま
す
。

︻
レ
ベ
ル
２　

歯
周
炎
（
軽
度
）︼

　

歯
肉
に
隙
間
が
で
き
、
歯
磨
き
な
ど
で

刺
激
が
加
わ
る
と
出
血
し
ま
す
。

︻
レ
ベ
ル
３　

歯
周
炎
（
中
等
度
）︼

　

炎
症
に
よ
る
出
血
や
膿
が
生
じ
て
き
ま

す
。
歯
を
支
え
る
骨
が
減
少
し
、
歯
の
ぐ

ら
つ
き
が
出
て
き
ま
す
。

︻
レ
ベ
ル
４　

歯
周
炎
（
重
度
）︼

　

歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
に
深
い
潰か
い
よ
う瘍
が
で
き
、

歯
の
ぐ
ら
つ
き
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま

た
、
出
血
や
膿
が
ひ
ど
く
、
噛
む
際
に
鈍

痛
が
生
じ
ま
す
。

　

歯
肉
炎
と
歯
周
炎
を
合
わ
せ
て
、
歯
周

病
と
い
い
ま
す
。

︻
レ
ベ
ル
５　

歯
の
喪
失
︼

　

歯
根
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
最
悪

の
場
合
、
歯
が
抜
け
て
し
ま
い
ま
す
。

歯
周
病
を
予
防
す
る
た
め
の

　
　
　
　
歯
磨
き
の
ポ
イ
ン
ト

○�

歯
ブ
ラ
シ
は
ペ
ン
を
持
つ
よ
う
に
し
、

強
く
押
し
当
て
ず
に
小
刻
み
に
動
か
す
。

○�

「
歯
１
本
１
本
全
て
の
面
」
を
磨
く
。

こ
の
時
、
歯
の
表
面
に
対
し
て
歯
ブ
ラ

シ
を
直
角
に
当
て
る
。

○�

歯
と
歯
茎
の
境
目
に
毛
先
を
入
れ
て
磨

く
。
こ
の
時
、
歯
ブ
ラ
シ
は
45
度
の
角

度
で
当
て
る
。

○�

磨
き
に
く
い
歯
の
間
は
、
デ
ン
タ
ル
フ

ロ
ス
や
歯
間
ブ
ラ
シ
を
使
っ
て
磨
く
。

　
む
し
歯
の
有
無
の
確
認
や
歯
磨
き
で

取
れ
な
い
部
分
の
歯
石
除
去
な
ど
を
し

て
も
ら
う
た
め
に
も
定
期
的
に
歯
科
検

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

⇐�伊藤さんのブログはこちらから。
広報では紹介しきれない情報も
盛りだくさん！

三川町地域おこし協力隊の
直近の活動について紹介します

　
三
川
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

　
　
　
　
　
伊い

と
う藤　

秀ひ
で
か
ず和

【
こ
の
コ
ラ
ム
を
書
い
て
い
る
人
】
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■
鶴
岡
市

鼠
ヶ
関
大
漁
旗
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

○�

日　

時　

５
月
５
日
㈰　

午
前
９
時
～

午
後
２
時
30
分

○
会　

場　

鼠
ヶ
関
港（
鶴
岡
市
鼠
ヶ
関
）

○�

内　

容　
鮮
魚
販
売
（
午
前
10
時
）、
鼠
ヶ
関
辨
天

太
鼓
上
演
、
漁
船
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
（
先
着
３
０
０
人
・

乗
船
料
５
０
０
円
）、
魚
の
つ
か
み
取
り
（
小
学
生
限

定
）、
エ
ビ
汁
や
イ
カ
の
一
夜
干
し
等
の
出
店
な
ど

○�

問
合
せ
先　

山
形
県
漁
協
念
珠
関
総
括

支
所　
　
　
　
　
　

☎
44
―
２
１
０
０

■
酒
田
市

酒
田
日
和
山
桜
ま
つ
り

○
期　

間　

４
月
21
日
㈰
ま
で

○
会　

場　

日
和
山
公
園

○�

内　

容　
千
石
船
と
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
（
午
後
９
時
30
分
ま
で
）

○
問
合
せ
先　

酒
田
市
交
流
観
光
課

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
５
９

舞
鶴
公
園
桜
ま
つ
り

○�

期　

間　

５
月
６
日
（
月
・
祝
）
ま
で

（
桜
が
散
り
次
第
終
了
）

○�

会　

場　

舞
鶴
公
園
、
八
森
自
然
公
園
、

八
森
温
泉
ゆ
り
ん
こ
付
近
の
桜
並
木

○�

内　

容　
舞
鶴
公
園
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、

ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
（
午
後
９
時
30
分
ま
で
）

○�

問
合
せ
先　
酒
田
市
八
幡
総
合
支
所
建
設
産

業
課�

☎
０
２
３
４
―
64
―
３
１
１
５

■
庄
内
町

楯
山
公
園
桜
ま
つ
り

○
日　

時　

４
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰　

　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

○
会　

場　
楯
山
公
園（
庄
内
町
狩
川
地
内
）

○�

内　

容　
鰊
に
し
ん・
豚
の
あ
ぶ
り
焼
き
の
販
売
、

各
種
売
店
、
桜
灯
篭
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど

○
問
合
せ
先　

庄
内
町
観
光
協
会

☎
０
２
３
４
―
42
―
２
９
２
２

■
遊
佐
町

「
鳥
海
山
お
も
し
ろ
自
然
塾
」

春
の
山
野
草
ハ
イ
キ
ン
グ
と
そ
ば
打
ち
体
験

○�

日　

時　

５
月
18
日
㈯　

午
前
９
時
～

午
後
２
時
（
雨
天
決
行
）

○
受
講
料　

２
，
０
０
０
円

○
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
雨
具
、
長
靴
等

○
定　

員　

20
人
（
先
着
順
）

○
申
込
み
締
切
り　

５
月
13
日
㈪
ま
で

○�

会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　
四
季
の
森

し
ら
い
自
然
館　

☎
０
２
３
４
―
72
―
２
０
６
９

【ごみ収集量実績】
3月収集量

30年度（29年度） 対前年度増加率
も � や � す � ご � み 118.00t（124.88t） ▲5.51％
プラスチック製容器包装類・ペットボトル � 3.32t� （3.41t） ▲2.64％
び ん ・ 缶 � 5.23t� （4.59t） 13.94％
金 属・ ガ ラ ス・ そ の 他 � 0.96t� （3.71t） ▲74.12％
廃 蛍 光 管・ 廃 乾 電 池 � 0.22t� （0.22t） 0.00％
合 　 　 　 計 127.73t（136.81t） ▲6.64％
○問合せ先　役場建設環境課�環境整備係　☎35－7036

　今月号から、タイトルを「環境創世紀21」から「みかわ環境つうしん」に変更しました。
　町内の農地や道路などに空き缶やプラスチック容器などのごみが捨てられている光景を見かけま
す。廃棄物の処理及び清掃に関する法律第16条では、「何人も、みだりに廃棄物を捨ててはならな
い」ことになっており、不法投棄を行った者（未遂を含む）には、重い罰則（5年以下の懲役または
1,000万円以下の罰金）が科されます。
　ごみのないきれいなまちにするため、ごみの種類ごとに分別し指定ごみ袋に入れてごみステー
ションに出してください。
・毎年5月と10月に庄内総合支庁等と不法投棄防止合同パトロールを行っています。
・�犬の散歩の際は、必ずふんを入れる袋とスコップなどを持参し、必ず飼い主がふんを片付けてく
ださい。

【今月のテーマ】
ごみのポイ捨ても
不法投棄です

みかわ環境つうしん
Mikawa Environment Newsletter

　平成30年度生ごみ減量実証試験事業は、
57世帯の方からモニターになっていただ
きました。アンケート調査の結果、生ごみ
バケツを使用する前と比べて、もやすごみ
の重量やごみ袋を出す回数が減ったなどの
感想をいただきました。町では、今年度も
生ごみ減量実証試験事業を継続します。

平成30年度 生ごみ減量実証試験事業について
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　新天皇の即位に伴い、5月1日から元号が「令
和」に変わります。また、同日を即位の日とし、
さらに祝日に挟まれた平日は休日とする祝日法の
規定により、4月27日から5月6日まで土曜日、
日曜日、祝日、休日が10日間続きます。この改
元と10連休に対する町の対応についてお知らせ
します。

１．改元の対応について
　各種保険証、医療証、受給者
証は、有効期限が「平成」と
なっていても、そのまま使うこ
とができます。
　町の文書（通知や証明書な
ど）で5月以降の期日・期間・
期限が「平成」で表記されてい
るものは、改元後も有効です。

２．10連休中の業務等について
　▼施　設▼
　○ 次の機関は4月27日㈯～5月6日(月・祝)ま

で休業となります。
　・三川町役場　　　・三川町社会福祉協議会
　・三川町観光協会　・出羽商工会三川支所
　○次の施設は通常通り使用できます。
　・三川町公民館（農村センター）
　・町民体育館　　・アスレなの花
　・三川町文化交流館
　　（アトク先生の館・4/29は休館日）
　・福祉センター（5/5は休所日）

　・豊秋テニスコート　　・なの花温泉田田

▼休日夜間診療所▼
�　休日夜間診療所の連絡先は本紙21ページをご
覧ください。

▼ご　み▼
　4月30日㈫　もえるごみ回収
�　5月1日㈬～3日㈮は、ごみの回収はありません。

▼新天皇陛下即位をお祝いする記帳所▼
　○日　時　5月1日㈬　午前9時～午後5時
　○会　場　役場　1階ロビー
　○問合せ先　役場総務課�総務係　☎35－7011

▼デマンド・タクシー▼
�　4月27日㈯、28日㈰、5月5日㈰は運行します
（4月29日㈪～5月4日㈯、5月6日㈪はお休みです）

【改元詐欺に注意！】

改元の対応と
10連休中の業務等について

　「改元に伴ってキャッシュカードを作り替
える必要がある」などといった新たな手口の
詐欺の相談が増えています。
その他にも高額な記念品の
販売商法も見られます。怪
しいと思ったら、すぐ警察
にご相談ください。

平成の
ままでも

使えるのね

死亡届などお急ぎの
場合は、役場庁舎

北側の職員通用口で
戸籍の届出をすることが

できます
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日
本
海
総
合
病
院「
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
と

乳
房
手
術
後
補
整
下
着
の
合
同
相
談
会
」

○�

日　

時　

４
月
25
日
㈭　

午
後
１
時
～

午
後
３
時

○�

会　

場　

日
本
海
総
合
病
院
２
階
講
堂

（
酒
田
市
あ
き
ほ
町
）

○�

内　

容　

各
専
門
店
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
相
談
に
の
り
ま
す
。

○�

対　

象　

が
ん
治
療
中
で
脱
毛
が
心
配

な
方
、
乳
房
手
術
後
の
方
（
当
院
に
通

院
以
外
の
方
も
対
象
）

○
参
加
費　

無
料

○�
問
合
せ
先　

日
本
海
総
合
病
院　

が
ん

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
２
８
２

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

○�

日　

時　

４
月
25
日
㈭　

午
後
２
時
～

午
後
４
時

○�

会　

場　

鶴
岡
市
役
所
（
鶴
岡
市
馬
場

町
）

○�

相
談
内
容　

相
続
、
遺
言
、
成
年
後
見
、

各
種
許
認
可
申
請

○
対　

象　

三
川
町
民
、
鶴
岡
市
民

○�

予　

約　

不
要
。
た
だ
し
、
予
約
し
た

い
方
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

○
対
応
者　

行
政
書
士

○�

問
合
せ
先　

山
形
県
行
政
書
士
会　

鶴

岡
支
部　

石
川　
　

☎
23
―
４
９
１
７

企
画
展
示「
酒
田
港
へ
の
ク
ル
ー
ズ
船

寄
港
記
念 

世
界
の
ク
ル
ー
ズ
船
」

○
開
催
期
間　

６
月
23
日
㈰
ま
で

　

※�

た
だ
し
月
曜
日
は
休
館
で
す
。（
祝

日
の
場
合
は
開
館
し
ま
す
）

○
開
館
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時

○�

会　

場　

山
形
県
酒
田
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
酒
田
市
船
場
町
）

○
入
館
料　

無
料

○�

問
合
せ
先　

酒
田
海
洋
セ
ン
タ
ー　

☎

０
２
３
４
―
26
―
５
６
４
２　

ま
た
は

山
形
県
港
湾
事
務
所　

☎
０
２
３
４
―

26
―
５
６
３
６

催
し
物

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム一
般
公
開

○�

日　

時　

４
月
27
日
㈯
、
28
日
㈰
、
５

月
５
日
㈰　

午
前
10
時
・
午
前
11
時
30

分
・
午
後
２
時

○�

内　

容　

春
の
星
座
解
説
（
10
分
）

「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン　

星
の

色
と
空
の
色
」（
26
分
）

○�

費　

用　

３
歳
以
上
60
円
、
高
校
生
以

上
１
４
０
円

○�

定　

員　

各
回
先
着
78
人
（
観
覧
券
は

投
映
開
始
20
分
前
か
ら
発
売
）

○�

会
場
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市
中
央
公
民

館
（
鶴
岡
市
み
ど
り
町
）

☎
25
―
１
０
５
０

看
護
師
等
職
場
説
明
会

　

看
護
学
生
、
看
護
職
の
資
格
を
お
持
ち

の
方
が
各
病
院
の
ブ
ー
ス
を
自
由
に
訪
れ
、

求
人
担
当
者
と
面
談
し
、
看
護
内
容
、
院

内
教
育
や
採
用
条
件
な
ど
の
説
明
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

○�

日　

時　

４
月
27
日
㈯　

午
後
１
時
～

午
後
４
時

○�
会　

場　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
（
山

形
市
平
久
保
）

○�

内　

容　

各
病
院
の
ブ
ー
ス
で
の
職
場

説
明
、
山
形
方
式
・
看
護
師
等
生
涯
サ

ポ
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
説
明
、
訪
問
看

護
の
仕
事
紹
介

○�

対　

象　

山
形
県
内
に
就
職
を
希
望
す

る
方
で
次
の
項
目
に
該
当
す
る
方

　

①
看
護
学
生
（
最
終
学
年
の
方
）

　

②
Ｕ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
方

　

③
未
就
業
の
方

○
費　

用　

無
料
（
申
込
み
不
要
）

○�

問
合
せ
先　

公
益
社
団
法
人
山
形
県
看

護
協
会☎

０
２
３
―
６
８
５
―
８
０
３
３

酒
田
市
無
料
法
律
相
談

○�

日　

時　

５
月
10
日
㈮　

午
後
１
時
～

午
後
４
時

○�

会　

場　

酒
田
市
交
流
ひ
ろ
ば
（
酒
田

市
中
町
）

○
内　

容　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談

　

※�

三
川
町
民
も
相
談
会
に
申
込
み
で
き

ま
す
。

○�

予　

約　

４
月
23
日
㈫
か
ら
受
付
（
先

着
６
人
）
※
受
付
日
以
前
の
受
付
は
不
可

○
担
当
弁
護
士　

東
海
林
正
樹
士�

氏

○�

申
込
み
・
問
合
せ
先　

酒
田
市
ま
ち
づ

く
り
推
進
課
市
民
相
談
室

☎
０
２
３
４
―
26
―
５
７
２
６

人
工
肛
門・膀
胱
保
有
者
の
お
し
ゃ
べ
り

サ
ロ
ン「
オ
ス
ト
メ
イ
ト
か
ふ
ぇ
」

○�

日　

時　

５
月
11
日
㈯　

午
後
２
時
～

午
後
４
時
30
分

○�

会　

場　

鶴
岡
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
に
こ
♥
ふ
る
」（
鶴
岡
市
泉
町
）

○�

内　

容　

心
配
事
や
普
段
工
夫
し
て
い
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る
こ
と
な
ど
の
情
報
交
換
等

○�
対　

象　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
、
関
心
の
あ

る
方
ど
な
た
で
も

○
参
加
費　

無
料
（
事
前
申
込
み
不
要
）

○�

問
合
せ
先　
庄
内
オ
ス
ト
メ
イ
ト
家
族
会

事
務
局
（
阿
達
）
☎
33
―
３
５
３
３
ま
た

は
携
帯
０
９
０
―
７
９
３
４
―
６
５
１
２

鶴
岡
市
中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー　

短
期
講
座

行
事
食
や
郷
土
の
味 

第
１
弾
〜
羽
黒
地
域

○�

日　

時　

５
月
15
日
㈬　

午
前
10
時
～

午
後
１
時

○�

講　

師　

鶴
岡
市
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会　

羽
黒
地
域

○�

対　

象　

三
川
町
、
鶴
岡
市
、
庄
内
町

に
在
住
ま
た
は
在
勤
の
方

○
定　

員　

先
着
20
人

○�

参
加
費　

１
，
５
０
０
円
（
受
講
料
・

材
料
代
）

○
申
込
み
期
間　

４
月
26
日
㈮
ま
で

○�

会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市

中
央
公
民
館
女
性
セ
ン
タ
ー
（
鶴
岡
市

み
ど
り
町
）�

☎
24
―
２
３
４
０

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習

○�

日　

時　

５
月
19
日
㈰　

午
前
９
時
30

分
～
午
後
０
時
30
分

○�

内
容
と
定
員　

成
人
に
対
す
る
心
肺
蘇

生
法
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）
定
員
50
人

小
児
・
乳
児
に
対
す
る
心
肺
蘇
生
法

（
普
通
救
命
講
習
Ⅲ
）
定
員
30
人

運転免許自主返納支援事業のお知らせ

　

※
託
児
施
設
は
あ
り
ま
せ
ん

○�

受
講
料　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
２
０
０
円
）

○�

申
込
み
期
間　

４
月
20
日
㈯
～
５
月
12

日
㈰

○�

会
場
・
申
込
み
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市

消
防
署　

消
防
署
救
急
係
（
鶴
岡
市
美

咲
町
）�

☎
22
―
８
３
３
１

個
人
情
報
保
護
と
情
報
公
開
の

実
施
状
況
の
お
知
ら
せ

◆
個
人
情
報
保
護
に
係
る
実
施
状
況

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
に
お
け
る
本
町
の
個
人
情
報

保
護
に
係
る
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

　

・
個
人
情
報
開
示
請
求
件
数　
　

０
件

　

・
個
人
情
報
訂
正
請
求
件
数　
　

０
件

　

・
個
人
情
報
是
正
申
出
件
数　
　

０
件

　

・
審
査
請
求
件
数　
　
　
　
　
　

０
件

◆
情
報
公
開
の
実
施
状
況

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
３

月
31
日
ま
で
に
お
け
る
本
町
の
情
報
公
開

の
実
施
状
況
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

　

・
情
報
公
開
請
求
件
数　
　
　
　

５
件

　

・
情
報
公
開
件
数　
　
　
　
　
　

１
件

　

・
情
報
非
公
開
件
数　
　
　
　
　

４
件

　
　
（
う
ち
該
当
情
報
な
し　
　
　

４
件
）

　

・
審
査
請
求
件
数　
　
　
　
　
　

０
件

○
問
合
せ
先　

役
場
総
務
課�

総
務
係

☎
35
―
７
０
０
９

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習
会

○
期　

日

　
︿
乙
種
第
４
類
﹀
５
月
15
日
㈬
～
16
日
㈭

　
︿
丙
種
﹀
５
月
14
日
㈫

○�

会　

場　

鶴
岡
市
消
防
本
部
（
鶴
岡
市

美
咲
町
）

○�

受
付
け
期
間　

４
月
15
日
㈪
～
５
月
13

日
㈪

※�

参
加
申
込
書
は
、
消
防
本
部
、
消
防
分

署
で
配
付

○�

申
込
み
・
問
合
せ
先　

鶴
岡
市
消
防
本

部�

予
防
課�

☎
22
―
８
３
３
２

危
険
物
取
扱
者・消
防
設
備
士
の

免
状
を
お
持
ち
の
皆
さ
ま
へ

　

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
の
義
務

と
し
て
、
消
防
法
令
で
は
、
免
状
交
付
の

日
か
ら
10
年
以
内
ご
と
に
写
真
の
書
換
え

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

免
状
の
写
真
下
欄
記
載
の
期
限
を
確
認

の
う
え
、
速
や
か
に
手
続
き
を
さ
れ
る
よ

う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○�

問
合
せ
先　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
形
県
支
部�

☎
０
２
３
―
６
３
１
―
０
７
６
１

咲
町
）

☎
22

お
知
ら
せ

　運転免許をお持ちの方が、体力や視力の低下などの理由により自主的に運転免許証を返納した場合、
町では、次のとおり支援を行っています。希望する方は、役場総務課に申込みください。

対　象　者 平成30年4月1日以降に全ての運転免許証を自主返納した町民の方
（運転免許証の有効期限が過ぎて失効した場合は、対象となりません）

支 援 内 容 ① 田田入浴回数券（12回分）または観光協会味だより（1回分）の贈呈
② 運転経歴証明書交付手数料の負担

申込みに必要なもの ①の場合　申請による運転免許証の取消通知書
②の場合　運転経歴証明書、振込用口座番号の分かるもの

申込み期限 全ての運転免許証を自主返納後1年以内
申込み・問合せ先 役場総務課 危機管理係　☎35－7010（平日の午前8時30分～午後5時）
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ご確認ください「防災タウンページ」
　日ごろからの備えや災害時の行動のポイントを盛
り込んだ「防災タウンページ　山形県版」がNTTタウ
ンページ㈱から発行されます。付録として「公衆電
話＋避難所マップ」も付いていますので、災害発生
時はもちろん、いざという時に備えて確認しておき
ましょう。
　「防災タウンページ」は「タウンページ」と一緒に4
月上旬から4月末にかけて全住戸・全事業所に届け
られます。
　なお、古い電話帳は、地域のルールにしたがって、
雑誌類と一緒に資源回収などへお出しください。
○問合せ先
　タウンページセンタ　☎0120－506309
　受　付：平日�午前9時～午後5時
　定休日：土・日・休日、年末年始

広��

告

イオンモール三川 TEL 0235-68-1600  http://www.aeon.jp/sc/mikawa/

イオンモールメンバーズアプリ
登録はカンタン3ステップ!

ぜひ登録してくださいネ!

「イオンモールメンバーズアプリ」
ダウンロード

⬇
お気に入りのモールに

「イオンモール三川」を登録
⬇

イオンカード・WAONカード
WAONポイントカードの中から

1つカード情報を登録

Step
1

Step
2

Step
3

不
動
産
競
売
の
お
知
ら
せ

○
物　

件　

宅
地
、
建
物
な
ど

※�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
http://bit.

sikkou.jp/
）
で
も
物
件
情
報
を
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

○
閲
覧
期
間　

５
月
16
日
㈭
ま
で

○�

入
札
期
間
・
時
間　

５
月
９
日
㈭
～
５

月
16
日
㈭　

午
後
５
時
ま
で

○���

閲
覧
・
入
札
場
所　

山
形
地
方
裁
判
所

鶴
岡
支
部
（
鶴
岡
市
馬
場
町
）

○�

問
合
せ
先　
山
形
地
方
裁
判
所
鶴
岡
支
部

書
記
官
室
執
行
係�

☎
23
―
６
６
７
６

「
全
国
一
斉
養
育
費
・
児
童
扶
養

手
当
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」の
実
施

　
日
本
弁
護
士
連
合
会
・
山
形
県
弁
護
士
会

主
催
で
、
無
料
で
相
談
電
話
に
対
応
し
ま
す
。

○�

実
施
日
時　

４
月
19
日
㈮　

午
前
10
時

～
午
後
10
時

○
相
談
方
法　

電
話
に
よ
る
相
談

○
特
設
電
話　
　

　

☎
０
５
７
０
―
０
２ふ
よ
う４
―
４よ
う
い
く
１
９

※�

特
設
電
話
で
す
の
で
、
４
月
19
日
以
外

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

※
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
。

※�

Ｐ
Ｈ
Ｓ
や
０
５
０
Ｉ
Ｐ
電
話
か
ら
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

○
費　

用　

無
料
（
申
込
み
不
要
）

○
問
合
せ
先　

山
形
県
弁
護
士
会　

☎
０
２
３
―
６
２
２
―
２
２
３
４

建物火災発生時の広報について
　これまで、平日夜間及び土日祝日に建物火災が発
生した場合、消防三川分署の消防士が、電子サイレ
ンの吹鳴と火元情報の音声広報を行っておりました
が、火災現場への到着時間の短縮を図るため、5月1
日から電子サイレンの吹鳴のみで緊急出動します。
　火元情報を早く知りたい場合は、鶴岡市消防本部
で配信する火元情報などによりご確認ください。【火
災・災害テレフォン☎25－0119】
（消防団班長以上の幹部には、火元情報を即時メー
ル配信しています）

○問合せ先：役場総務課�危機管理係　☎35－7010

これまで 5月以降

平日夜間
・

土日祝日

①電子サイレン吹鳴
②火元情報の音声
　広報
③火災現場に緊急
　出動

①電子サイレン吹鳴
②火災現場に緊急
　出動

平日
（⓼：30～

㆒7：㆒5）

①電子サイレン吹鳴
②火災現場に緊急
　出動
《役場職員が火元
　情報の音声広報》

変更なし
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早
はやさか

坂　　瞬
しゅん

（酒田市）
町民課�国保係

新規採用職員紹介

齋
さいとう

藤　夏
なつお

生
（袖東町）

建設環境課�建設係

鈴
すずき

木　佳
か な

奈
（遊佐町）

健康福祉課�地域包括支援センター

庄
しょうじ

司　江
え り

利
（鶴岡市）

みかわ保育園保育士

舩
ふなやま

山　七
ななみ

海
（鶴岡市）

みかわ保育園保育士

広��

告習字教室生徒募集
年長さんや新1年生大歓迎!!

小玉　廉 君 こんなに上手になりました!!

・大瀧しのぶ（雅号：黎光）
・三川町東沼在住（11歳・6歳・4歳
　の3人の子育てに奮闘中‼） 
・みかわ会館（三川郵便局向かい）にて
　毎週水・木・土曜日開講

れいこう

 

 

 

入会者にお習字道具プレゼントキャンペーン中‼
見学・体験などお気軽にお問合せください。

大瀧習字教室
☎

LINE @
からも!

◎三川町立横山小学校・押切小学校空調設備設置工事
　完成期限　6月28日
　落札金額　21,384,000円
　落札業者　山形空調㈱
◎三川町立東郷小学校・三川中学校空調設備設置工事
　完成期限　6月28日
　落札金額　24,840,000円
　落札業者　山形空調㈱
◎三川町子育て交流施設整備事業建設工事　建築主体工事
　完成期限　令和2年4月30日
　落札金額　839,160,000円
　落札業者　山形建設・斎藤工務店特定建設
　　　　　　工事共同企業体
◎三川町子育て交流施設整備事業建設工事　機械設備工事
　完成期限　令和2年4月30日
　落札金額　181,440,000円
　落札業者　荘内配電管工㈱
◎三川町子育て交流施設整備事業建設工事　電気設備工事
　完成期限　令和2年4月30日
　落札金額　118,800,000円
　落札業者　配工電気㈱
◎三川町子育て交流施設整備事業建設工事　監理業務委託
　完了期限　令和2年4月30日
　落札金額　10,800,000円
　落札業者　㈱菅原設計

入 札 の 結 果
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ふるさと応援寄附金
ありがとうございました

　このコーナーは、過去の広報を振り返り、当時の三川を紹
介するコーナーです。今回は、今から50年前の昭和44年3
月に発行された広報です。表紙の写真は、当事の乳児健診の
様子です。
　この広報には、庄内支庁（現在の庄内総合支庁）が昭和
44年4月1日から業務が開始されたことが掲載されていまし
た。
　当時の、庄内支庁建設の目的は「現地即決体制」と「総合
行政の確立」でした。庄内支庁を置くことで、遠隔地である
ことからくる不便さを無くし、庄内地域が一丸となった地域
開発をスムーズに行えるようにしたものでした。
　あれから50年、建物自体は老朽化してきましたが、当時
の目的であった地域の特性に即した行政と、地域住民の福祉
向上が図られる体制が一段と強化されてきたものと思います。

【昭和₄₄年₃月₃₁日現在の総人口：₉，₂₉₅人】

あの頃のみかわ
今から50年前のみかわ 【昭和44年（1969年）4月】

△  人口の動き 

△

（平成31年3月末現在）
（　　）内前月比

■人口数／7,384人（減18人）　男3,596人（減3人）　女3,788人（減15人）
　増減の内訳　・転入38人・転出▲47人・出生4人・死亡▲13人
■世帯数／2,389戸（減4戸）

休日夜間診療のお知らせ 鶴岡市総合保健福祉センター
「にこ♥ふる」内（鶴岡市泉町 5-30）場所

◆休日夜間診療所◆
☎23－5678

開　所　日 診　療　科 受付時間
下記以外の月曜日～土曜日 内科、小児科 19：00～21：30

日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日）

内科、小児科
内科、小児科、外科
内科、小児科

9：00～11：30
13：30～16：30
18：00～20：30

※午後（夜間含む）の小児科は、内科医による診察です。

◆休日歯科診療所◆
☎23－0372

開　所　日 診　療　科 受付時間
日曜日、祝日（振替休日含む）、
年末年始（12 月 31 日～ 1月 3日） 歯科 9：00～12：00

13：00～15：00
※酒田地区については、町のホームページでご確認ください。

ご家族等から広報掲載の承諾をいただいた方のみ掲載しています。

平成31年3月届出 （敬称略）謹んでご冥福をお祈り申しあげます
小関すゑよ（１０２歳） 猪　　子
大川　富雄（₇5歳） 横 山 中
渡邉　悌治（₈₉歳） 横 山 上
瀬尾　弘志（₇₉歳） 加　　沼
五十嵐富子（₉₀歳） 青　　山
齋藤　　忠（₇5歳） 押切下町

庄司さつ子（₈₇歳） 小　　尺

黑田　隆男（₇₉歳） 横　　川

齋藤　國子（₇5歳） 成田新田

佐藤末五郎（₉₇歳） 押切中町

小林よね子（₈₉歳） 小　　尺

3月分　2,467人

お名前と住所は
町ホームページで公開して
いますので、ご覧ください。
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整
課
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本紙掲載の記事、写真等の無断転載を禁じます。

スマホアプリで広報みかわ

いずれもインストール
無料、別途通信料あり

マイ広報みかわ マチイロ

表・紙・の・写・真
みかわ保育園・幼稚園入園式
　4月5日㈮にみかわ保育園・幼稚
園の入園式が行われました。式では
担任の先生から名前を呼ばれた園
児たちが、元気よく返事をしていま
した。また、式の前後に家族で写
真撮影をする光景が印象的でした。

　
「
食
の
み
か
わ 
お
し
な
が
き
」
で
は
、

食
生
活
改
善
推
進
員
（
通
称
：
食
改
）
さ

ん
の
料
理
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

今
月
の
お
す
す
め
一
品
目

米
粉
シ
チ
ュ
ー

�

１
人
分
栄
養
量�

・
エ
ネ
ル
ギ
ー　

２
２
７
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

・
食
塩
相
当
量　

1
・
1
ｇ

�

材　

料
（
４
人
分
）�

・
豚
肉
こ
ま
切
れ　
　

１
４
０
ｇ

・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー　
　

１
０
０
ｇ

・
白
菜　
　
　
　
　
　

80
ｇ

・
人
参　
　
　
　
　
　

60
ｇ

・
玉
ね
ぎ　
　
　
　
　

40
ｇ

・
コ
ー
ン
缶　
　
　
　

20
ｇ

・
ベ
ー
コ
ン
ハ
ー
フ　

１
枚

・
サ
ラ
ダ
油　
　
　
　

適
量

・
マ
カ
ロ
ニ　
　
　
　

20
ｇ

・
コ
ン
ソ
メ　
　
　
　

小
さ
じ
２

・
塩
こ
し
ょ
う　
　
　

適
量

・
牛
乳　
　
　
　
　
　

３
５
０
㏄

・
水　
　
　
　
　
　
　

４
０
０
㏄

　

（
Ａ
米
粉
20
ｇ
～
、
水
１
０
０
㏄
）

�

作
り
方�

①���

白
菜
は
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
ざ
く
切

り
。
人
参
は
い
ち
ょ
う
切
り
。
玉
ね
ぎ

は
ス
ラ
イ
ス
。
ベ
ー
コ
ン
は
１
㎝
幅
の

短
冊
切
り
。
コ
ー
ン
は
汁
を
捨
て
る
。

②
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
子
房
に
分
け
る
。

③�

鍋
に
サ
ラ
ダ
油
を
入
れ
、
豚
肉
を
炒
め

る
。
豚
肉
に
火
が
通
っ
た
ら
①
と
水
、

コ
ン
ソ
メ
を
加
え
て
蓋
を
し
て
煮
る
。

④�

野
菜
に
あ
る
程
度
火
が
通
っ
た
ら
、
牛

乳
と
マ
カ
ロ
ニ
を

加
え
、
沸
い
た
ら

②
と
Ａ
を
加
え
煮

込
む
。
ト
ロ
ミ
が

足
り
な
い
時
は
、

Ａ
を
追
加
す
る
。

塩
こ
し
ょ
う
で
味

を
整
え
る
。

今
月
の
お
す
す
め
二
品
目

高
野
豆
腐
の
揚
げ
煮

�

１
人
分
栄
養
量�

・
エ
ネ
ル
ギ
ー　

２
５
０
ｋ
ｃ
ａ
ｌ

食
の
み
か
わ 

お
し
な
が
きNo.14

　
　
〜
食
改
さ
ん
の
料
理
紹
介
　
〜

・
食
塩
相
当
量　

２
・
３
ｇ

�

材　

料
（
４
人
分
）�

・
高
野
豆
腐　
　
　
　

６
枚

・
小
麦
粉　
　
　
　
　

適
量

・
さ
や
い
ん
げ
ん　
　

10
本

・
揚
げ
油　
　
　
　
　

適
量

・�

Ａ
（
昆
布
だ
し
汁
６
０
０
㏄
、
み
り
ん
大

さ
じ
４
、
醤
油
大
さ
じ
３
、
塩
少
々
）

�

作
り
方�

①�

高
野
豆
腐
は
80
度
程
の
お
湯
で
ふ
っ
く

ら
す
る
ま
で
戻
す
。
水
気
を
し
っ
か
り

と
絞
り
、
６
等
分
の
角
切
り
に
す
る
。

②�

さ
や
い
ん
げ
ん
は
ヘ
タ
を
取
っ
て
洗
い
、

水
気
を
ふ
き
取
っ
て
３
か
ら
４
等
分
に

切
る
。（
写
真
は
プ
チ
ベ
ー
ル
を
使
用
）

③�

揚
げ
油
を
１
７
０
度
に
温
め
る
。
さ
や

い
ん
げ
ん
を
素
揚
げ
に
す
る
。
袋
に
小

麦
粉
と
高
野
豆
腐
を
入
れ
て
振
り
な
が

ら
全
面
に
粉
を
つ
け
て
、
高
野
豆
腐
を

こ
ん
が
り
と
揚
げ
る
。

④�

鍋
に
Ａ
を
入
れ
て
沸
か
し
、
高
野
豆
腐

を
入
れ
た
ら
弱
火
に
し
て
蓋
を
し
な
い

で
10
分
程
煮
る
。

最
後
に
さ
や
い
ん

げ
ん
を
入
れ
て
、

さ
っ
と
火
を
通
す
。

器
に
盛
る
。

寄附者紹介や人口の動き、亡くなられた方々のお知らせは本紙 21 ページに掲載しています。
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